




































































































































































































































඲ᅜ 15.5 47.1 㸦62.6㸧 8.9 28.5 0.0 
ᒸᒣ┴ 21.3 39.4 㸦60.7㸧 10.8 26.0 2.4 
┴༡ᮾ㒊་⒪ᅪ 21.9 43.3 㸦65.2㸧 9.4 23.2 2.3 
┴༡す㒊་⒪ᅪ 24.2 34.4 㸦58.6㸧 12.4 25.8 3.1 
ὠᒣ࣭ⱥ⏣་⒪ᅪ 21.4 32.2 㸦53.6㸧 11.1 33.7 1.7 
┿ᗞ་⒪ᅪ 0.0 56.3 㸦56.3㸧 8.1 32.7 2.8 
㧗ᱱ࣭᪂ぢ་⒪ᅪ 0.0 46.4 㸦46.4㸧 13.9 39.7 0.0 
ฟᡤ㸸➨ 7ḟᒸᒣ┴ಖ೺་⒪ィ⏬ p34 






ᒸᒣ┴ ̿ 34.8 
┴༡ᮾ㒊་⒪ᅪ 9๭௨ୖ 34.4 
┴༡す㒊་⒪ᅪ 9๭௨ୖ 33.4 
ὠᒣ࣭ⱥ⏣་⒪ᅪ 8๭௨ୖ 36.6 
┿ᗞ་⒪ᅪ 6๭௨ୖ 36.0 

























































































ᒸᒣ┴ 2,606 6,480 248.7%
┴༡ᮾ㒊་⒪ᅪ 1,129 2,927 259.3%
┴༡す㒊་⒪ᅪ 1,077 2,761 256.4%
ὠᒣ࣭ⱥ⏣་⒪ᅪ 232 483 208.2%
┿ᗞ་⒪ᅪ 55 175 318.2%
㧗ᱱ࣭᪂ぢ་⒪ᅪ 113 134 118.6%







































































































































































４） 2004 （平成16 ）年から新見医師会が中心となって，遠
隔医療システムの構築に取り組んでいる。新見市では
2008（平成20）年に市内全戸に光ファイバーが敷設され
ている。市内の4病院と16診療所，11介護施設にテレビ電
話が設置され，訪問看護師が患者宅を訪ね，携帯型テレ
ビ電話端末を持ち込み，医師が診察を行う仕組みとなっ
ており，介護施設入所者の健康管理にも利用されてい
る。
５） 週刊医学界新聞2016.6.27.No.3180参照。
６） 岡山県医師会（2016）p33参照。
７） 同上p230参照。
８） 同上p242参照。
９） 「三河中山間地域で安心して暮らし続けるための健康
ネットワーク研究会」の試みについては，川井（2011）133-
139を参照。
10） 中野（2014）245参照。
11） 岡山県が岡山大学大学院医歯学総合研究科社会環境
生命科学専攻疫学・衛生学分野に委託して行った「地域
の状況に応じた医療・介護供給体制構築のための調査
報告書（2016年3月）」によれば，「介護サービスが充実
していると思いますか」という問いに対し，高梁・新見
医療圏在住の住民は「そう思う」「やや思う」を合わせ
て35.6％と，5医療圏のうちもっともその割合が高い。県
南東部医療圏では28.1％，県南西部26.0％，真庭28.1％，津
― 82 ―
大竹　晴佳
― 83 ―
山・英田27.1％，県全域では27.4％である。この調査は，
市町村が年齢階級別にランダムサンプリングで抽出し
た調査対象者6,606人（40歳以上の岡山県民，男女）に配
付され，3,059人が回答した（回答率46.3％，2015年6月～
9月実施）。高梁・新見医療圏の地域内の差異を考慮しな
ければならないこと，また，実際に介護を必要としてい
る人に問うているわけではないこと，に留意しなければ
ならないが，医療資源の不足に対し，介護資源の活用の
余地が大きいこと，また介護資源の活用の期待への大き
さを示すものとして見ることができるのではないだろ
うか。
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